
２０１９年度宮城県高校総体サッカー競技県北地区予選 実施要項 
 

１ 主  催  宮城県高等学校体育連盟 
２ 主  管  宮城県高等学校体育連盟栗原・登米支部サッカー専門部（一社）宮城県サッカー協会   
３ 期  間  ２０１９年５月１日（木）～５月１３日（月） 
４ 会  場  宮城県迫桜高等学校グランド、東和総合運動公園 
５ 参加資格  ①(公財)日本サッカー協会に加盟登録された高等学校チームで当該団体に登録された

生徒であること。 
        ②宮城県高等学校体育連盟に加盟している高等学校生徒であること。 
        ③学校長の出場承認を受けた当該高等学校の生徒であること。ただし、同一学年での出

場は一回限りとする。 
        ④転校後６ヶ月未満の者は参加できない。ただし、親権者の転勤などによりやむを得ず

転校したものはこの限りではない。 
        ⑤年度途中の外国人留学生、クラブからの移籍選手は、登録後６ヶ月間出場できない。 
        ⑥外国人留学生の登録は４名以内とする。なお、その中から１試合に出場可能な選手は

常時２名以内とし、残りは交代で出場することができる。 
６ 競技方法  ①３チーム２ブロックでの予選リーグと各ブロック１・２位による決勝トーナメント

により競技を行う。 
②登録２０名で交替できるのは残りの登録選手の中から５名以内とする。チームスタ

ッフについては登録された中から試合当日は５名までがベンチに入ることができる。 
③試合時間は７０分とし、勝敗が決しない場合は１回延長（２０分）、PK 方式にて勝
敗を決める。原則として予選リーグにおいては延長および PK方式を行わない。 

７ 競技規定  ①(公財)日本サッカー協会２０１９年度競技規則による。 
        ②試合中に何らかの事情により、どちらか一方のチームの人数が７名に満たなくなっ

た場合は、没収試合とする。当該チームは、基本的に没収試合の翌日から１ヶ月間の

対外試合禁止処分とする。ただし、この処分については県高体連サッカー専門部と協

議の上、地区規律委員会において事情に応じて処分の内容を変更することができる。

また、該当試合の結果は、当該チームの得点を０点とし、当該チームが当該チームの

属するリーグ内における最大得失点差プラス１点の差で敗れたものと見なす。なお、

該当試合が決勝トーナメントであった場合は、当該チームが０－５で敗れたものと

見なす。      
        ③ユニフォームの番号は、大会登録時に提出したメンバー表どおりとする。ただし、選

手の変更は原則５名以内で認められ、大会初戦の３０分前までに本部が受け付ける。

なお、大会登録時に提出されたメンバー表に登録された選手を、別の番号に変更する

ことはできない。もし、本項の規定に背いた場合や未登録の選手を出場させた場合

は、基本的に没収試合とする。また、対応については地区規律委員会を開き、協議を

行う。 
        ④当該チームにおける予選リーグ最終戦で２回目の警告（累積）を受けた場合や、同一

試合で２度の警告を受けて退場した者は、決勝トーナメントの初戦の出場を停止す

る。ただし､予選リーグで受けた警告は、決勝トーナメント進出時に消滅する。決勝

トーナメントで警告を２回受けた者は、次の１試合に出場できない。 
⑤本大会において退場させられた者は、次の１試合に出場できず、それ以降の処置につ

いては、大会規律委員会および(一社)宮城県サッカー協会規律委員会で決定する。 



         なお、大会中に処置未消化の場合は、以下のとおりとする。 
        （１）勝ち上がり県大会に出場した場合は、県大会で消化する。 
        （２）敗退した場合は、直近の公式戦で消化する。 

⑦試合中のインターバルは、１０分間とする。 
 
８ 順位決定  ①予選リーグにおいては、下記の(1)で優位にあるものを上位とする。同点の場合は、

(2)以下を順次採用する。 
(1) 勝点（勝：３点 引き分け：１点 負：０点） 
(2) 得失点差 (3) 総得点 (4) 当該試合結果 
(5) (1)～(4)で決しない場合は予備日を利用して再試合を行う。 
 ※ただし，選手の負担や会場の都合等を考慮し，予選リーグ最終戦に限り PK戦を

実施して順位を決定させることもありうる。その場合は臨時に顧問会を開き，合

議の上で決定する。 
②予選リーグ終了後、決勝トーナメント（準決勝、決勝）を行う。準決勝は A ブロッ
ク１位と Bブロック２位、Bブロック１位と Aブロック２位が対戦する。 

 
予選リーグの結果が並んだ場合 

 
１位・２位が並んだ場合 

  予備日に再試合（35分×2、延長無し、PK）を行う。 
 
２位・３位が並んだ場合 

  予備日に再試合（35分×2、延長無し、PK）を行う。 
 
１位・２位・３位が並んだ場合 

  予備日に再試合〔総当たり〕（35分×1、延長無し、PK）を行う。 
  （１）試合の順番は、シード順とする（①１位－３位、②２位－３位、③１位－２位）。 
  （２）（１）の①の試合でコイントスを行ってエンドを決定し、次戦以降同サイドにならないように

する。 
  （３）勝点は、勝－３点、引き分け(PK勝、PK負含む)－１点、負－０点 とする。 
    当該リーグの順位は、①勝点 ②得失点差 ③総得点 ④当該試合結果 ⑤抽選 とする。 
    PK合戦での勝敗は④当該試合結果 の場合のみに適用される。 
  
 ９ その他 ①ユニフォームの色が重なる場合は、コイントスで決定する。 

②上位２チームを仙北地区代表の県大会出場校とする。 
 
【試合運営上の全般的協定事項】  
１ 引率教員のいない場合は試合出場を停止する。 
２ 試合開始時に選手が７名に満たない場合はチームの出場を停止する。 


